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自律した語彙学習につながる英英辞書の効用

金　志　佳代子

1 ．はじめに

　言語学習において、語彙の知識は必須のスキルである。Nation（2001）は、言語習得には

15,000語から20,000語が必要な語彙数であり、少なくとも95%の語彙理解がなければ文章

を理解することは不可能であるとしている。学習者が、言語習得のための語彙学習を行う

にあたって、その言語を聞き、話し、読み、書く技能を身につけるためには、授業内だけ

でなく授業外でも英語に触れる機会を増やす指導を行う必要がある。また、学習者は、こ

れら 4 技能を習得すると同時に、実際に言語を使用する場面にあっては、自身が表現した

い内容に合う語彙を使用しなければならない。これを補うため、自律学習の手助けとして、

学習者が英英辞書を使用し、適切な語彙・表現が使えるような指導を目指すことが重要と

なる。しかしながら、英英辞書は、電子媒体の辞書として汎用性のあるものではあるが、

実際に普段から英英辞書を使用している日本の学生はそれほど多くはない（金志，2011）。

その理由として、辞書の見出し語の定義で使用されている単語の意味が理解できないこと

があげられる。そこで本稿では、英英辞書の定義語を習得することで、日本の大学生が英

英辞書を使用できるようにするために考案された語彙練習テストを実施し、そのテスト結

果およびテスト終了後に行った質問紙調査の結果について検証する。本研究で得られたデ

ータ結果は、SPSS統計ソフトを使用して分析を行った。

2 ．先行研究

　本研究で使用する語彙練習テストは、英英辞書に掲載されている約2,000語の定義語（Defi ning 

Vocabulary）をもとに考案された語彙指導教材である。Nation（2008）によると、学習者が英英辞

書（monolingual dictionary）を使用するには、少なくとも2,000語を習得しておく必要があり、これ

が英英辞書の定義語に相当する語彙にあたる。この定義語のなかから、日本の大学生が学習す

る必要がある語彙を選びだし、語彙リストにもとづいた語彙練習テストを作成した。1Kinshi（2009）

1  Matsui et al.（2004）は、本文中 3 つの英英辞書に共通する定義語 1,072 語をもとに、学生を対象とした語
彙認識調査（Familiarity Survey）を行い、認識度が 90% に満たなかった語彙（492 語）と‘verb’、‘noun’
などの文法事項に関連した語彙（ 8 語）の合計 500 語からなる語彙テストを作成した。
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は、the Oxford Advanced Learner’s Dictionary （2000）、the Cambridge International 

Dictionary （1995）、the Longman Dictionary of Contemporary English （2000）の 3つの英

英辞書のうち2つの辞書に共通する384語を抽出し、そのうち数詞、前置詞などを除いた300語か

らなる語彙リストをもとに、語彙練習テスト（Vocabulary Practice 2008）を作成した。この語彙練習

テストは、60単語×5 回のテストを2セット準備することで、300単語すべてが空所補充型、定義文

型のどちらかの解答となるように構成されていた。Okada et al.（2009）において、約170人の日本の

大学生を対象にVocabulary Practice 2008を実施した結果、プリテスト・ポストテストのC-Testの

スコアとともに、語彙練習テストのスコアの向上が認められた。また、アンケート結果より、学習者が

語彙学習をきっかけに英英辞書を使用することに興味を持つようになったことを報告している。この

Vocabulary Practice 2008と2 回のC-Testには、それぞれ.59、.68（p<.001）と中程度の相関が

見られたものの、C-Testは文脈に依存した（context-dependent）能力を測るテストである一方で、

Vocabulary Practice 2008は文脈には依存しない（relatively decontextualized）テスト、つまり、

ある程度制御された語彙の産出能力（controlled productive ability）を測るテストであり、語彙の

屈折や派生のような語彙知識を測る点において異なるテストであると言える。このことから、より文脈

に依存した改訂版の語彙練習テストVocabulary Practice 2010が開発されることになった（金志，

2011）。

　Vocabulary Practice 2010は、文脈に依存した問題形式が特長となっている。学習者は、語

彙の最初のアルファベット数文字をヒントにして、空所補充型、定義文型の文の空欄を埋めて解答

する。この語彙練習テストの改良点は、以下のとおりである。（ 1 ）1 回の語彙練習テストで確認す

る単語は60単語から30単語に減らす、（ 2 ）30単語のうち15単語ずつが空所補充型、定義文型

の解答になる、（ 3 ）語彙リストの300単語のうち約25％にあたる74単語は、実際の語彙練習テスト

では品詞を変えて出題する（例：absence → absent）。以下は、Vocabulary Practice 2010の

一例である。
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＜空所補充型＞
conve __  1. The referee blew the [   ] to end the rugby game.
cra _____  2.  Shopping is made easy and [   ] by mail-order catalogs and the Internet
it ______  3. She must be [   ] to give up such a good job.
pep ____  4. Would you like more salt and [   ] on your steak?
whi ____  5. A washing machine is an important household [   ] for every family.
＜定義文型＞
comm __  1. to do or agree to do something that leads to serious results
di ______  2. a job that needs a high level of education and training
prof ____  3. a fl at, round shape or object
super ___  4. the form of words such as “best,” “most,” “longest”
tr ______  5. a tool for catching animals

図 1　Vocabulary Practice 2010の一例

Vocabulary Practice 2010では、ヒントとなる単語は、 5 問ずつアトランダムに並べられ

ているため、学習者は空所補充型、定義文型の文脈に沿って解答しなければならない。つ

まり、英文全体を読んで意味を理解し、解答として選択した語彙は、必要に応じて適切な

かたちに変えることが求められる。

　以上のことから、本研究では、以下の 2 点を研究目的とする。

（ 1 ）　 語彙練習テストを実施することで、ポストテストのスコアが向上するかについて検

証する。

（ 2 ）　 語彙練習テストと学習者の英語力の向上に対する認識との関係を明らかにする。

3 ．研究方法

3.1　調査対象者

　本研究での調査対象者は、関西地区の大学生41人である。授業は、英文法の総復習を中

心とした半期15回の演習クラスである。受講生は、選択科目として履修することができる

が、英文法の基礎固めを目的としたこの授業は、TOEFL-IPT 500未満の学生が対象とな

っている。

3.2　指導手順

　まず初めに、初回の授業で学習者のレベルを測るためのプリテストとしてC-Testを実

施した。次に、語彙練習テスト（Vocabulary Practice 2010）を実施するにあたって、語彙

学習のための便利なツールとして英英辞典を紹介した。具体的には、英英辞書を使うとい
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かに単語の意味が理解できるかを実例でもって説明した。たとえば、英語の “career” は

「仕事・生涯・キャリア」として一般に認識されている単語である。Cambridge Learner’s 

Dictionary （2004）によると、次のように定義されている。

　career: a job that you do for a long period of your life and that gives you the chance to 

move to a higher position and earn more money

この定義によると、“career” は，「短期の仕事ではなく、職位・賃金を高めながら生涯か

けて従事する仕事」である。英英辞書使用への動機付けを高める指導を行うことで、学習

者は、日本語で理解している英単語の意味と、実際に英語で定義された意味とのニュアン

スの違いを新たに発見・理解することができる。さらに、学習者が英英辞書を使用する機

会をつくるため、語彙練習テストで出題される300語のうち、テスト 1 回分の30単語から

なる語彙リストを10回に分けて配布し、各自で英英辞書を用いて意味・用法・派生語を確

認してくるように指示した。また、 2 週間後に各自で学習した語彙をチェックするための

語彙練習テストを実施することを伝えた。それ以後は、テストを実施する 2 週前から、学

習者に語彙リストを配布し、10週にわたって、語彙練習テスト（計10回）を実施した。テス

トは、実施直後に学習者に解答を確認させ、間違えた箇所を必ず見直すよう指示した。ま

た、教師は答案を回収後、クラスで正答率が特に低かった単語 5 つを取り上げ、翌週のク

ラスで学習者が再度復習できる機会を設けた。最終回となる第15週目の授業では、学習者

の到達レベルを測るためのポストテストとして、C-Testを実施した。最後に、語彙学習を

振り返っての学習者の認識を検証するため質問紙調査を行った。

4 ．結果

4.1　語彙練習テスト（Vocabulary Practice 2010）とプリテスト・ポストテスト（C-Test）

　10回の語彙練習テストで得られたスコアの平均値と標準偏差は、表 1 に示されたとおり

である。
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表 1　Vocabulary Practice 2010のスコア結果

 

30点満点の10回分のテストを比較すると、22.1点から27.4点と平均値に差はあるものの、

標準偏差は2.88から5.38におさまっている。テスト10回分の平均値のクロンバックのアル

ファは、α＝.86と高い値が得られた。したがって、語彙練習テストは一貫性が保たれて

いると言える。

　次に、表 2 は、プリテスト・ポストテストとして実施したC-Testのスコア結果と標準偏

差である。ポストテストの平均値が7.5点（＝84.6-77.1）上がり、標準偏差は、ポストテス

ト（12.14）がプリテスト（14.46）より小さくなっている。このことから、ポストテストのス

コアが、より平均値に集中していることがわかる。また、プリテストとポストテストの相

関係数は.74（p<.001）であり、クロンバックのアルファはα＝.82であった。2

表 2　C-Testのスコアと標準偏差

 

さらに、プリテスト・ポストテストとして使用したC-Testの統計差をはかるため t 検定を

行ったところ、 2 つのテストの平均点の間に差があることが示された（t＝-4.750，df＝27，

p＝.001）。

2  Kinshi（2015）において、Vocabulary Practice 2010、プリテスト・ポストテストの C-Test それぞれに
Normality Test を実施したところ、C-Test は正規分布をなす一方で、Vocabulary Practice 2010 はデータの
正規性の前提が満たされず、ノンパラメトリック検定が行われた。
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4.2　質問紙調査結果

4.2.1　データ結果

　10回の語彙練習テストを実施後、学習者41名を対象に質問紙調査を実施した。調査内容

は、学習者自身が語彙学習を振り返り、いかに英英辞書を活用して語彙学習に取り組んで

きたか、語彙練習テストを通してどのようなスキルを身につけることができたかについて

の10項目からなる質問で構成されている。質問項目と各項目の回答率、回答の平均値、標

準偏差は表 3 に示されている。各項目のデータは、 4（強くそう思う、非常に当てはまる）

から 1（そうは思わない、当てはまらない）を用いた。また、質問 6 、質問 7 は 3 つの選択

肢を使用し、質問 8 、質問 9 、質問10については、 5（わからない）の項目を追加した。

表 3　質問紙調査回答結果

＊　問 6の 1は「もう少し少ない方がよい」、 2は「もう少し多い方がよい」、 3は「適切であった」
　　問 7の 1は「もう少し簡単な方がよい」、 2は「もう少し難しい方がよい」、 3は「適切であった」
＊　 問 8－問10の 1は「全く向上したとは思わない」、 2は「少しは向上したと思う」、 3は「かなり向上した
と思う」、 4は「大いに向上したと思う」、 5は「自分ではわからない」

まず、英英辞書の使用について、質問 1 は、「 3 ．いくらか関心がある」、「 4 ．大いに関

心がある」とする回答は全体の79.4%（=61.5+17.9）となった一方で、質問 2 の英英辞書の

使用経験については、「 1 ．全く使用していなかった」とする回答が30.8%であり、全体の

約 3 分の 1 の学習者が、これまで英英辞書を使用したことがないと回答した。さらに、質

問 3 では、語彙練習テストのための実際の使用頻度について、回答率にばらつきがあった

ものの、質問 4 、質問 5 については、「役に立った」、「使い続けたい」とする回答が、そ
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れぞれ93.9%（＝54.5+39.4）、92.1%（＝55.3+36.8）を占めた。質問 6 、質問 7 の語彙練習テ

ストで出題される語彙数や内容については、大半の学習者が「 3 ．適切であった」と回答

した。最後に、語彙練習テストの効果については、質問 8 の文法力、質問 9 の書く力、質

問10の読む力ともに「 4 ．大いに向上したと思う」とする回答は少なく、「 3 ．かなり向

上したと思う」、「 2 ．少しは向上したと思う」とする回答が多く見られた。英語力の向上

については、文法力、書く力、読む力は「 3 ．かなり向上したと思う」、「 4 ．大いに向上

したと思う」とする回答がそれぞれ全体の30.8%、15.4%、15.4%を占める結果となった。

　では、英英辞書の使用は、英語力の向上に役立っているのだろうか。

　表 3 のアンケート調査の結果を用いて、英英辞書を使用することによって、学習者が英

語力向上の変化を認識しているかどうかについての検証を行った。質問 8（文法力）、質問

9（書く力）、質問10（読む力）それぞれについて、質問 3（語彙練習テストのために英英辞

書を使用していたか）との関係を示すため、カイ 2 乗検定を行った（表 4 －表 6 ）。質問 3

「英英辞書の使用」項目内の「 4 ．よく使用していた」には「あてはまる」、それ以外の項

目には「あてはまらない」とラベル付けをおこなった。また、「文法力の向上」、「書く力

の向上」、「読む力の向上」項目の「 4 ．大いに向上したと思う」、「 3 ．かなり向上したと

思う」には「あてはまる」、「 2 ．少しは向上したと思う」、「 1 ．全く向上したとは思わな

い」、「 5 ．自分ではわからない」には「あてはまらない」とした。

　表 4 より、文法力が向上したという回答は、英英辞書をよく使用した人で38.5%（13人中

5 人）、英英辞書を使用していない人で26.9%（26人中 7 人）になっているが、カイ 2 乗検定

の結果、両者には統計的に有意な差はなかった。

表 4　英英辞書使用と文法力のクロス表

 

表 5 より、書く力が向上したという回答は、英英辞書をよく使用した人で7.7%（13人中 1

人）、その他の人で19.2%（26人中 5 人）と、むしろ期待に反する結果となっているが、カイ

2 乗検定の結果、統計的に有意な差はない。
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表 5　英英辞書使用と書く力のクロス表

 

表 6 より、読む力が向上したという回答は、英英辞書をよく使用した人で15.4%（13人中 2

人）、その他の人で19.2%（26人中 4 人）であり、カイ 2 乗検定の結果、両者には統計的に有

意な差はない。

表 6　英英辞書使用と読む力のクロス表

 

上記の結果より、英英辞書を頻繁に利用したとしても、英語力の向上に影響を与えていな

いことがわかった。

　次に、英語力の向上が、英英辞書に対する意識にどう影響を与えるかを調べる。表 3 の

質問 8（文法力）、質問 9（書く力）、質問10（読む力）それぞれと、質問 5（今後も英英辞書

を使い続けたいか）との関係についてカイ 2 乗検定を行った（表 7 －表 9 ）。質問 5 「今後、

英英辞書を使い続けたいと思いますか」項目内の「 4 ．大いに使いたいと思う」、「 3 ．い

くらか使いたいと思う」には「あてはまる」、それ以外の項目「 2 ．あまり使いたいと思

わない」、「 1 ．全く使いたいと思わない」には「あてはまらない」とラベル付けをおこな

った。また、「文法力の向上」、「書く力の向上」、「読む力の向上」については、表 4 －表

6 と同様である。

　表 7 より、文法力の向上を認識した学習者のうち57.1%（14人中 8 人）が英英辞書を今後

も使いたいと回答しており、文法の向上を認識していない場合の16.7%（21人中 4 人）と比

べて有意に高い割合となっている（ 1 %水準）。
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表 7　英英辞書の使用希望と文法力のクロス表

 

表 8 より、書く力の向上を認識した学習者のうち35.7%（14人中 5 人）が英英辞書を今後も

使用したいと回答しており、書く力の向上を認識していない場合の4.2%（24人中 1 人）に比

べて有意に高い割合となっている（ 5 %水準）。

表 8　英英辞書の使用希望と書く力のクロス表

 

表 9 より、読む力の向上を認識した学習者のうち35.7%（14人中 5 人）が英英辞書を今後も

使いたいと回答しており、書く力の向上を認識していない場合の4.2%（24人中 1 人）に比べ

て有意に高い割合となっている（ 5 %水準）。

表 9　英英辞書の使用希望と読む力のクロス表

 

上記より、英語力の向上を実感した人ほど、今後も英英辞書を使い続けたいと回答してい

ることがわかった。

4.2.2　自由記述コメント結果

　前節で実施した質問紙調査において、自由記述欄を設けておいたところ、41人中20人よ
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り回答が得られた。以下は、回答結果をアンケートの 3 つのテーマ「英英辞書の使用」、「語

彙練習テスト」、「語彙練習テストの効果」に分けて記述したものである。

＜英英辞書の使用＞

・ 英英辞書で毎回調べていたのですが、使用すると勉強になるなと思いました。

・ 英英辞書を使うことで英語そのもののニュアンスを理解することができた。

・  文によって活用変化が難しかったです。語彙チェックリストのおかげで英英辞書を使う

機会が増えました。

・  英英と英和の辞書ではニュアンスが微妙に異なる物がいくつかあり、語の意味を深く知

るのに、英英のよさを知ることができたと思う。

＜語彙練習テスト＞

・  日本語を介さない単語学習は真の意味での英語習熟に大いに役立ったと感じます。

・  復習の良い機会となりました。出題の形式も単に一問一答ではなく、とても良いなと思

います。正直、もっと予習してからテストに望めば良かったなと悔やんでいます。

・  今までにない新しい出題スタイルで、最初はとまどいましたが、だんだん慣れていって、

毎回のテストが勉強になってました。

＜語彙練習テストの効果＞

・  自分ではなかなか語彙学習の時間を取れていなかったので、毎回の授業小テストに向け

た取り組みができて為になりました。

・  初めの方は勉強方法もよく分からず、点数ものびませんでしたが、だんだん覚えていけ

ることを実感してうれしかった。

5 ．考察

　本研 究で実施した語彙練習テスト（Vocabulary Practice 2010）とプリテスト・ポストテ

ストとして用いたC-Testのテスト結果を分析した。語彙練習テストの結果から、10回分の

テストの平均値のクロンバックのアルファがかなり高かった（α＝.86）ことから、語彙練

習テストは一貫性が保たれていると言える。また、プリテスト・ポストテスト（C-Test）の

結果から、ポストテストの平均値が7.5点上がり、ポストテストの標準偏差が小さくなる

ことで、ポストテストのスコアが、プリテストのスコアと比べて、より平均値に集中して

いることがわかる。さらに、C-Testの統計差をはかるためt検定を行ったところ、 2 つの
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テストの平均点の間に差があることが示された。このことから、学習者が10回の語彙練習

テストに取り組むことで、文脈により依存した（context-dependent）テスト形式に慣れる

ようになったことが伺える。また、テストに備えて、語彙リストにある単語の屈折語や派

生語を確認するよう心がけていた。したがって、ポストテストにおいて、学習者のスコア

が向上したと言える。

　さらに、語彙練習テスト後に質問紙調査を行った。英英辞書に関心はあるものの、学習

者の約 3 分の 1 が英英辞書を今まで使用した経験がなく、語彙練習テストに取り組むこと

で、今回、初めて英英辞書を使用するきっかけとなっている。さらに、自由記述のコメン

トより、「英英辞書を使うことで、英語そのもののニュアンスを理解」し、英単語に備わ

る本来の意味に気づくことができる、英英辞書の有用性についても示された。語彙練習テ

ストについては、「日本語を介さない単語学習は真の意味での英語習熟に大いに役立った」

と自由記述にあるように、従来の単語テストとは異なり、文脈を把握しながら適切な語彙

を解答する形式のため、最初はとまどいを見せる学習者もいたが、徐々に形式に慣れ、勉

強法も身につけるようになったことが伺える。

　さらに、英英辞書を使用することによって、学習者が英語力向上の変化を認識している

かどうかについての検証を行った結果、語彙練習テストのための英英辞書の使用と英語力

（文法力、書く力、読む力）の向上には、統計的に有意な関係性はみられなかった。学習者

にとって英語力の向上は、英英辞書を常に使っていたかどうかではなく、辞書を使用した

時と使用しなかった時の効果の差を学習者が実感したかどうかが重要である可能性があげ

られる。学習者が「もっと予習してからテストに望めば良かったなと悔やんでいます」と

自由記述に述べているように、「時々」あるいは「たまに」英英辞書を使う学習者は、使

用した時と使用しなかった時のスコア結果の違いを感じていたと言える。

　一方、「今後も英英辞書を使いつづけたいか」について、英語力の向上を実感した人ほど、

英英辞書を使い続けたいと回答していることがわかった。また、文法力、書く力、読む力

それぞれの項目において、英語力が向上したと感じた学習者のうち少なくとも 3 分の 2 以

上が英英辞書を今後も使用したいと回答した。さらに、自由記述より「初めの方は勉強方

法もよく分からず、点数ものびませんでしたが、だんだん覚えていけることを実感してう

れしかった」とあるように、英語力の向上を感じた学習者は、英英辞書の使用効果を実感

しているため、今後も使い続ける意識をもつのかもしれない。

6 ．まとめと今後の課題

　本研究では、語彙練習テスト（Vocabulary Practice 2010）とプリテスト・ポストテスト
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のC-Testを実施し、学習者が10回の語彙練習テストに取り組むことで、ポストテストの

スコアが向上したことを示した。このことは、学習者が、10回のテストを受けることで、

文脈により依存した（context-dependent）テスト形式に慣れるようになったこと、さらに、

語彙リストにある単語の屈折語や派生語を確認するよう心がけて学習していたことがあげ

られる。そして、語彙練習テストに備えて使用するように指導した英英辞書の使用と、英

語力向上の認識との関係については、学習者が、英英辞書を使用した場合とそうでない場

合との効果の差を実感していることが示された。さらに、毎回の語彙練習テストに取り組

むことで、英語力の向上を実感した人ほど、英英辞書を使い続けたいと回答していること

がわかった。

　Nation（2008）は、学習者は自身の学びにたいして責任を負う、自律した学習者（autonomous 

learner）にならなければならない、としている。つまり、自らがどの語彙をいかに学び、

実際に使用し、学び続けるかが重要になる。自律した学習者になるためには、言語学習に

ついての知識が必要不可欠である。その方法を教え、サポートするのが教師の役目である。

本研究において、語彙学習をとおして英語力の向上を実感した学習者は、今後も英英辞書

を言語学習のためのツールとして使用し続けることで、自らが自律した学習者になること

が期待できる。

　今後の課題として、質問紙調査結果にあるように、英英辞書を使い続けたいという気持

ちに至らなかった学習者を対象とした分析も必要である。たとえば、学習者が、英英辞書

の定義語を理解するための語彙力（約2,000語レベル）に達していない場合、あるいは辞書

の正しい見出し語、定義の意味がつかめない場合、学習者が英英辞書の使用に慣れること

なく、二ヶ国語の英和・和英辞書を使い続けることが予想される。また、教師の指導方法

についても、学習者に英英辞書を奨励するだけでなく、授業でのアクティビティに英英辞

書を取り入れるなど、学習者が英英辞書を使うことに向けさせていくような工夫が、今後、

必要とされる課題であろう。
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